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中学校技術科の「ものづくり」の教授・学習過程で中心をしめる木材加工
飯域の現状を把握するため,質問紙を作成し,全国の中学校を対象に郵送に
よる調査をおこなった。 調査紙の質問項目は,(1)製作させた作品の数とそ
の理由,(2)作品テーマ,(3)材料の購入先,(4)製作時間,及び(5)設
計・製作の自由度,の5項目である。 調査結果から,木材加工嶺域の現状が
明らかになり,それらの中に存在する課題をもとに技術科教育の今後の在り
方を考察した。
技術科教育ものづくり木材加工麿域賀状詞査
1.はじめに
中学校技術科は,「ものづくり」の教授・学習過
程を通して,技術科に関する認知・感情・意志をバ
ランスよく育成する教秤であると考える。 一般に,
壁徒は,「ものづくり」に興味・関心を示し,意欲
を持って取り組むOその過程でいろいろな問題に直
面し解決に努め,主体的に生活に適応する能力であ
る思考九判断九表現九すなわち生活における
間越解決能力1)2)を獲得する。
さらに,完成の喜
びとしての達成感や成就感を味わうとともに,知
識・技能が定着する。 このような教授・学習過程の
方法は,問題解決学習を特殊化したプロジェクト法
3)4)であり,中学校技術科の「ものづくり」の教授・
学習過程でもっとも取り入れられている方法であ
る。この方法で養われる能力は,「問題解決能力」,
「知識」,「技能」が認知,「興味・関心」,「完成の
喜び」が感懐「意欲」が意志として含まれるため,
生徒の認知・感情・意志をバランスよく育成できる
ものと考える。これらの目標を達成するため,中学
校現場では,日々実践が重ねられている。
「ものづくり」の教授・学習過程の代表的な商
域に木材加工商域がある。 各中学校の木材加工額域
の実践に着目すると,製作させる作品の数作品の
テーマ,および設計・製作の自由度などは,技術科
担当教師に任されており,学校や地域によって多少
晃なっている現状がみられる。
そこで,本研究では_,質問紙による調査を実施
し,中学校技術科における木材加工商域の現状を明
らかにすることを目的とした。 そして,その結果か
ら,今後の中学校技術科における「ものづくり」の
教授・学習過程の在り方を考察した.
2.方法
質問紙を作成し,全国の中学校を対象に郵送によ
る調査をおこなった(平成9(1997)年9月1日
発送)。調査対象の中学校の選出方法については,
基本的に,一つの都道府県からランダムに5校を
抽出した。質問紙の内容は,「製作させた作品の数
とその理由」,「作品テーマ」,「材料の購入先」,「製
作時間」,および「設計・製作の自由度」の5項E]
である。回答形式は自由回答法を用い,記述しやす
いように「例文」や「記入上の注意」を付記した。
作成した質問紙を表1に示す。
質問紙は320校に発送し,204校から回収でき,
回収率は64%(平成9(1997)年12月10日現在)
であった。回収できた質問紙の地域分布,質問紙に
答えた技術科教師の年齢分布,技術科教師としての
経験年数の分布を,それぞれ表2,表3,表4に示
すOほぼ全国から回収でき,技術科教師の年齢は30
代が多く,技術科の経険年数は1年から20年まで
が多かった。
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表1木材加工額域における環状調査の質問紙
「木材加工」僚域で生徒に製伸させた作品程ついてのアンケ一一ト
先生のプロフィー・ル所属地区: ( )県( )市・郡
年爵: (20代・30イモ・40代・50代) 、技術科確数年教( )年,性別(男・女)
1.本年度に生徒に製作させた木工作品の(三)作品名,②材料の肝入先.③故計・製作
の自由度,伽作噂肺を「併」のように表の中に答えてください.作品社が1つの
暴食は.「作品1」のみでいいですが,作品数が2つ以上の尊合は「作品2」以降
も監大してください.
K,¥h、トata
1)「⑧材料のJr入先」稀には.「叔材会社」とか,「材木胤のように記入してください,
.1.、r細Lb作の自由1「■i:は.I棚」**ォ'tHI"E'*a「i-.Utt 廿か「キットに付虜の叔折田の連t)に製作させた」とか,「生触こ自由投計させ独自の作曲
:?!;*i:i閤VE2Hgに(3HSB事甜U層k**&-43m
＼ ①作品例 *tfォr*十、 ③穀計 l製作の 自由度 ㊨救作聯
「例 」
折 りたたみ 教材会召二 教 師が革帯 した設計国 の直 りに製作 20時間
農 扱け させた
fl* l
作品 2
fサ 3
lZ、製作させた咋息RtfS-jU上L-.、I含ii.^tf-t :こtのと、-f LiSfflfq.抜EK t.
おさえヽ.蝣>蝣い.
表2質問紙の地域分布
都道府県名 疎瑚 都道府県名 校数
北海道 1滋賀 4
青森 o京都 2
岩手 大阪 8
宮城 1兵庫 23
秋 田 奈 良 1
山形 和歌山 2
mm 鳥取 3
茨城 島根 5
栃木 岡山 4
群馬 1広島 41
埼 玉 3 山口 4
千葉 2徳島 o
東京 1香川 3
w&w 1愛媛 7
新海 高知 3
富 山 福岡 6
石川 佐賀 4
福井 !K 長崎 4
山梨 n* 3
長野 大分 2
岐阜 3宮崎 2
静岡 5鹿児 島 1
愛知 WM 3
三重 計 204
哀3教師の年齢
>、 ＼ 人数
20代 49
30代 96
40代 40
50代 13
60代 2
計 」 魂
(不明: 4人)
表4教師の経験年数
人数
1～5年 48
6-10年
ll- 15年 53
16-20年 34
21- 25年 8
26- 30年 6
31-35年 4
36^ -40年 3
計 200
(不明: 4人)
3.結果および考察
3.1生徒に製作させた作品の数とその理由
生徒に製作させた作品の数の鮭栗を図1に示す。
木材加工商域の標準の履修時間は35時間であるが,
その時間内に生徒に製作させた作品の数は,「1
つ」が全体の78%で著しく多く,「2つ」は20%
であった。 「3つ」が3校,r4つ」が1校あったo
作品数を「2つ」にした理由は,1つめの作品で
木材に慣れ木材加工の基礎・基本を習得させ,2つ
めの作品で創意工夫を生かして本格的に製作させる,
であった。
総学校数:204
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校数の
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鰍
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,ォ・ 既
作品数1作品数2作品数3作品数4
1imtAEヨ
図1作品の数
図2は,作品数を技術科担当教師の年子切りに分
けて表示したものである。 どの年代の教師も作品数
の割合がほぼ同じであることから,作品数について
は年代による差がないことがわかる。 少ない数だが,
作品数がr3つ」,r4つ」は若い年代で実施されて
いる。
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図2作品の数(技術科教師の年代別)
図3は,作品数を地域別に分けて表示したもの
である。東海北陸と近畿は作品数「1つ」に対して
作品数「2つ」の書蛤が大きく,九州沖縄は作品数
「2つ」の割合が小さいことがわかる。
学
校数J)
割l白さ
m
%
図3作品の数(地域別)
3.2作品テーマ
作品テーマの結果を図4に示す。 囲中の「作品
数1」は,生徒に製作させた作品の数が1つの場合,
「作品数2の1」は,生徒に製作させた2つの作品
のうち1つめの作品の場合,「作品数2の2」は,
2つの作品のうち2つめの作品の場合を表す。
作品の数が「1つ」の場合,「本立て」とか「ラ
ック」のように作品のテーマが共通であるのが78
校で最も多かった。 複数の作品のテーマから生徒に
1つ選択させるのが26校,「何をつくってもよい」
のように生徒個々に自由にテーマを決めさせるのが
51校であった。
作品の数が「2つ」の場合,1つめの作品では共
通のテーマが多く,2つめの作品では自由のテーマ
が多かった. 前述の作品数を2つにした理由がこ
の結果に反映しており,1つめの作品で木材に慣
れ木材加工の基鍵・基本を習得させるため共通のテ
ーマを用い,2つめの作品で創意工夫を生かして本
格的に製作させるため自由のテーマを用いているの
ではないかと推測できる。
学校数校ヽ_..′
作品数ユ作品数2の1作品数2の2
作品
図4作品テーマ
3.3材料の購入先
材料の購入先の結果を図5に示す.
教材会社が著しく多いことがわかる。 作品のテー
マを自由にした場合,「一枚板」の材料が多く使用
されるため,材木店からの購入が多いのではないか
と予測したが,結果はそれほどでなかった. 近年をも
教材会社でも一枚板を販売しており,その影響が考
えられる。
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学
校100
*
m^m
校-60
作品数1作品数2の1作品数2の2
什n
図5材料の購入先
3.4製作時間
木材加工嶺域の履修時間は35時間であるが,そ
のうち,製作のみに費やした時間の結果を図6に
示す。
作品の数が「1つ」の場合,16-20時間が88
校で最も多かったO
作品の数がr2つ」の場合,1つめの作品では10
時間以下の製作時間が多く,2つめの作品では11
-20時間が多い。前述の作品数を2つにした理由
がこの結果にも反映しており,1つめの作品は短
時間で済ませる副題材とし,2つめは時間をかける
主題材として位置づけられていると考えられる0
総学校数:190
100
90
80
・・>・'い
校60
数50
Eid
校40
)30
20
10
0
田5時間以下
義6-10時間
ロ11-15時間
ロ16-20時間
21-25時間
26-30時間
31-35時間
a35時間以上
作品数1作品数2の1作品数2の2
作品
図6製作時間
3.5設計・製作の自由度
調査の結果,設計・製作の自由度は次のA～F
の6パターンに分類することができた。 AからF
になるにつれて,設計・製作の自由度は大きくなる。
A.既製設計図--教師が1種類の設計図を準備
し,生徒に設計図の通りに製作させる。
B.既製設計図で一部変更可・-・教師が1種類の
設計図を準備し,生徒に設計図の通りに製作さ
せるが,部分的に少し寸法変更してもよい。
C.複数の既製設計図から選択--教師が数種類の
設計図を準備し,その中から生徒に1つ選択さ
せ,その設計図の通りに製作させる。
p・複数の既製設計図から選択し一部変更可--教
師が数種類の設計図を準備し,その中から生徒
に1つ選択させ,その設計図の通りに製作させ
る。 部分的に少し寸法変更してもよい。
E.既製設計図が基本だが自由設計図も可--教師
が準備した設計図が基本であるが,独自な設計
図で製作させてもよい。
F.自由設計図--生徒に独自な設計図を考えさせ,
製作させる。
この結果を図7に示す。
総学校数: 200
60
学ォ50
数
遠40
30
作品数1作品数2の1作品数2の2
作品
図7設計・製作の自由度(その1)
これらのうち,A-Dを既製設計,E-Fを自由
設計としてまとめて比べた場合の結果を図8に示
す。作品数が「1つ」の場合も「2つ」の場合も,
既製設計と自由設計はあまり差がないことがわかる。
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総学校数: 200
学校数校ヽ_..I
」11
80
70
60
50
作品数1作品数2の1作品数2の2
作品
図8設計・製作の自由度(その2)
さらに作品数がr3つ」とr4つ」も加え,総作
品数に対する作品数の割合で示すと,図9になる。
既製設計と自由設計はほとんど同じ割合であること
がわかる。
総作品数:254
作
u40
の
・J.:.3日
JL仁コ
′′、20
%
既製設計自由設計
設計・製作の自由度
図9設計・製作の自由度(その3)
以上の結果から,技術科担当教師の全体レベル
では技術科の目標を達成する指導方法として既製
設計と自由設計の有効性がはっきり確立されていな
いのではないかと考えられる。 「ものづくり」の理
想は自由に自分の好きなものをつくる自由設計で
あると考えられるが,工具や機械の基礎・基本を身
につけさせるため,あるいは教師の管理の面などか
らみれば既製設計の作品の方が適している。 実際,
現場の教師は,このような理由から自由設計と既製
設計の選択をしており,今回の調査結果として表れ
たと考えられる。
図10は,図9の既製設計と自由設計の作品数の
割合を技術科教師の年代別に分けて表示したもので
ある。30代の技術科教師だけ自由設計が多い傾向
がみられる。
総作品数:248
作ra
Ul】
数の
割/ゝ
ロ
%
ヽ-
25
20
15
10
国 既 製 設 計
■ 自 由 設 計
's*
沼蝣5"
w 鑑
、kl
、予
ti
lfZじ
'&!}
一聯
注
義
描
率
A.還澄
汁++
20代30代40代50代～
年代
図10設計・製作の自由度(教師の年代別)
図11は,同じく図9の既製設計と自由設計の作
品数の割合を地域別に分けて表示したものである。
関東より東部では自由設計が多く,西部でを城製設
計が多い傾向がみられる。
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0
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図11設計・製作の自由度(地域別)
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4.おわりに
調査結果から,中学校技術科の木材加工領域の現
状として,次の知見が得られた
(1)生徒に製作させた作品の数の結果については,
「1つ」が全体の78%で著しく多く,「2つ」
は20%である。 作品数を「2つ」にした理由は,
1つめの作品で木材に慣れ木材加工の基礎・基
本を習得させ,2つめの作品で創意工夫を生か
して本格的に製作させる,である。
¢)作品テーマの結果については,作品の数が「1
つ」の場合,作品のテーマが共通であるのが最
章一多い。作品の数がr2つ」の場合,1つめの
作品では共通のテーマが多く,2つめの作品で
は自由のテーマが多い。
(3)T豊、トの購入先の結果については,教材会聖が
著しく多い。
(4)製作時間の結果については,作品の数が「1
つ」の場合,16-20時間が最も多い。 作品の
数が「2つ」の場合,1つめの作品では短時間
で2つめの作品では時間をかける傾向がみら
れる。
(5)設計・製作の自由度の耗巣については,既製
設計の作品数と自由設計の作品数はほとんど同
じ害蛤である。
これらの結果の中で,注目したいのは,(5)設
計・製作の自由度の結果である。 次回の学習指導要
嶺の改訂で「生きる力」を育む教育内容が重要視さ
れる状況の中,これからの中学校技術科の「ものづ
くり」の教授・学習過程においては,自由設計が重
要な役割を担うと考えられる。 自分の好きな作品(課
題)をつくる過程で自ら学び,自ら考え,主体的
に判断し,行動し,直面する問題を解決する資質や
能力が必要な自由設計は,「生きる力」を育むのに
最適な教材であると考えられるからである。 自由設
計での作品づくりはこれからの中学校技術科の「も
のづくり」の教授・学習過程の在り方において,中
心的な課題になると考えられる。
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